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〇 

１
１
月
１
１
日
（
土
）
第
６
回
湘
南

支
部
・
西
湘
支
部
共
催
安
全
保
障
ト
ー
ク

サ
ロ
ン
（
３
０
名
参
加
） 

〇 

１
１
月
２
４
日
（
金
）
藤
沢
・
平
塚

広
報
官
慰
労
、
激
励
会
（
１
５
名
参
加
） 

〇 

９
月
～
１
１
月
神
奈
川
自
衛
隊
音

楽
ま
つ
り
協
賛
活
動
（
支
部
担
当
者
７

名
） 

〇 

毎
月
の
隊
友
新
聞
の
発
送
及
び
湘

南
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
発
刊
を
計
画
通
り

実
施
し
た
。 

〇 

支
部
理
事
役
会
も
年
間
計
画
通
り

実
施
し
各
種
の
支
部
業
務
の
円
滑
な
遂

行
に
寄
与
で
き
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
年
間
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
計
画
の
取
り
止
め
等
の
事
案
も
無

く
年
末
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
事

は
、
偏
に
会
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
で
あ
り
そ
の
お
陰
で
理
事
役
会
も

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
言

え
ま
す
。 

目
標
が
達
成
で
き
て
い
な
い
事
項 

〇 

し
か
し
な
が
ら
反
省
事
項
も
多
々

あ
り
そ
の
一
つ
が
会
員
の
減
少
防
止
と

新
規
会
員
の
獲
得
目
標
数
が
実
現
し
て

い
な
い
こ
と
で
す
。 

〇 

加
え
て
理
事
役
会
理
事
役
要
員
の

獲
得
に
よ
る
負
担
の
軽
減
化
で
あ
る
が

年
を
越
し
そ
う
で
あ
り
来
年
度
へ
の
宿

題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。 

〇 

更
に
県
本
部
か
ら
振
り
充
て
ら
れ

て
い
る
、
陸
海
空
自
衛
隊
入
隊
希
望
者
の

情
報
が
１
件
も
な
い
事
で
す
。 

年
明
け
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
の
対
応 

さ
て
、
年
明
け
か
ら
は
上
記
目
標
が
達

成
で
き
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
の
再

挑
戦
で
す
。
そ
し
て
令
和
６
年
度
に
向 

                    
 

 
 

 

 

 

国民と自衛隊との架け橋！ 

令和 5年 12月号（No.242） 
 

発行責任者 
公益社団法人隊友会 神奈川県隊友会 

湘南支部長 清﨑 忠圀 

平塚市豊原町 23‐14 

Tel(Fax)：0463-31-6718 

隊
           

友
 

 

け
て
の
活
動
に
シ
フ
ト
し
ま
す
が
、
そ
の

中
心
は
令
和
６
年
度
の
支
部
総
会
及
び

防
衛
講
演
会
の
実
施
の
諸
計
画
の
準
備

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
克
服
さ
れ
た
状
態
と

捉
え
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
企
画
に
よ

り
湘
南
支
部
の
更
な
る
発
展
に
向
け
た

諸
計
画
を
発
案
で
き
る
よ
う
努
力
せ
ね

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
来
年
も
会
員
各
位
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
ご
健
勝
に
て
良
き
新
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
６
年
度
藤
沢
地
区
自
衛
隊
協
力 

６
団
体
主
催
「
新
春
の
集
い
」
に
つ
い
て 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
大
で
あ
り
、
４
年

振
り
に
令
和
６
年
度
藤
沢
地
区
自
衛
隊

協
力
６
団
体
主
催
「
新
春
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
現
在
そ
の
準
備

が
進
ん
で
い
る
。 

１
．
日
時
：
令
和
６
年
１
月
２
１
日
（
日
） 

１
７
０
０
～
１
８
３
０ 

２
．
場
所
：
藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク 

「
６
団
体
」
は
、
自
衛
隊
藤
沢
募
集
案

内
所
管
内
で
あ
る
藤
沢
市
、
鎌
倉
市
、
茅

ケ
崎
市
、
寒
川
町
に
所
在
す
る
各
団
体
で

構
成
さ
れ
て
お
り
。
名
称
及
び
代
表
者
は

次
の
通
り
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

・
鎌
倉
防
衛
協
会 

会
長 

大
森
道
明 

・
藤
沢
防
衛
協
力
会 

会
長 

櫻
井
直
人 

・
茅
ケ
崎
・
寒
川
防
衛
協
会 

 

会
長 

山
本 

哲 

・
藤
沢
地
区
自
衛
官
募
集
相
談
員
会 

会
長 

岩
澤 

亨 

・
公
益
社
団
法
人
自
衛
隊
家
族
会 

神
奈
川
県
家
族
会
湘
南
地
区
会 

会
長 

江
口
達
也 

・
公
益
社
団
法
人
隊
友
会
神
奈
川
県 

隊
友
会
湘
南
支
部 支

部
長 

清
﨑
忠
圀 

本
「
新
春
の
集
い
」
は
会
場
等
極
め
て

人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
案
内
状
の

送
付
先
人
数
も
各
団
体
会
員
の
２
０
％

ぐ
ら
い
で
対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

 

な
お
、
２
月
に
は
６
団
体
主
催
の
陸
海

空
自
衛
隊
入
隊
・
入
校
予
定
者
の
激
励
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

以
上
「
新
春
の
集
い
」
と
併
せ
て
６
団

体
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
広
報
官
の
激
励
、
慰
労
会
」
の
開
催 

支
部
理
事
役 

田
中 

了 

１
１
月
２
４
日
（
金
）
に
藤
沢
・
平
塚

事
務
所
と
の
慰
労
、
激
励
会
を
茅
ヶ
崎
駅

南
口
の
飲
食
店
で
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
藤
沢
・
平
塚
両
事
務
所
の

各
所
長
、
各
広
報
官
、
家
族
会
湘
南
地
区

会
、
西
湘
地
区
会
各
会
長
、
隊
友
会
西
湘

支
部
、
湘
南
支
部
の
有
志
計
１
５
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
後
半
は
、
カ
ラ
オ
ケ

を
含
め
て
誠
に
愉
快
な
、
楽
し
い
会
と
な

り
ま
し
た
。
締
め
は
、
定
番
の
「
同
期
の

桜
」
の
斉
唱
で
し
た
が
、
他
の
お
客
さ
ん

か
ら
も
手
拍
子
が
あ
り
店
内
一
丸
と
な

り
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
始
致
し
ま
し

た
。 

 

事
務
所
長
・
広
報
官
の
方
か
ら
は
部
隊

勤
務
と
異
な
る
環
境
で
数
値
目
標
を
達

成
す
べ
く
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る

話
等
聞
く
こ
と
も
で
き
有
意
義
な
内
容 

 

 

「
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
」 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

１
年
と
い
う
月
日
が
何
と
短
く
感
じ

る
の
だ
ろ
う
か
。
編
集
長
か
ら
タ
イ
ト
ル

に
つ
い
て
記
事
を
書
く
よ
う
に
要
請
を

受
け
た
時
の
実
感
で
あ
る
。 

今
年
は
特
に
そ
の
よ
う
に
短
く
感
じ

る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
“
コ
ロ
ナ

禍
”
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

国
内
全
般
に
亙
り
各
種
の
活
動
停
滞
感

が
、
霧
が
晴
れ
た
よ
う
に
そ
の
影
響
が
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
い
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
“
活
気
が
戻
っ
て
き
た
”
と
言
う
実

感
で
す
。 

さ
て
タ
イ
ト
ル
に
基
づ
き
こ
の
一
年

を
振
り
返
る
と
概
ね
次
の
通
り
と
な
り

ま
す
。 

当
湘
南
支
部
活
動
は
概
ね
順
当
に
経
過 

湘
南
支
部
活
動
は
次
の
通
り
で
あ
り
、

概
ね
計
画
通
り
実
施
で
き
ま
し
た
。 

〇 

４
月
８
日
令
和
５
年
度
湘
南
支
部

総
会
・
防
衛
講
演
会
は
実
施
で
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
安
全
係
数
を
大

き
く
取
り
懇
親
会
ま
で
は
踏
み
切
れ
ず
、

総
会
、
防
衛
講
演
会
が
実
施
で
き
た
こ
と

は
一
歩
前
進
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
以

下
時
系
列
的
に
活
動
項
目
を
列
挙
し
ま

す
。 

〇 

６
月
１
７
日
第
１
回
会
名
所
旧
跡

探
勝
と
し
て
東
京
農
業
大
学
の
研
修
（
８

名
参
加
） 

〇 

８
月
１
９
日
（
土
）
平
塚
市
総
合
防

災
訓
練
参
加
（
６
名
参
加
） 

〇 

９
月
５
日
部
隊
研
修
（
第
２
回
防
衛

省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
、
１
９
名
参
加
） 
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・
４
日
目
（
特
技
に
応
じ
た
職
務
訓
練
、
警

備
訓
練
、
救
急
法
、
救
助
訓
練

等
） 

・
５
日
目
（
精
神
教
育
、
防
衛
講
話
、
制
度

教
育
、
表
彰
、
離
隊
式
） 

自
衛
官
と
し
て
最
低
限
必
要
な
練
度
を
維

持
す
る
た
め
に
５
日
間
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。 

特
別
な
招
集
訓
練 

方
面
総
監
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
合
計

し
て
年
間
２
０
日
を
超
え
な
い
範
囲
で
特
別

な
招
集
訓
練
に
参
加
可
能
と
な
る
。 

１
．
方
面
総
監
訓
練 

２
．
中
央
訓
練 

３
．
日
米
共
同
方
面
隊
指
揮
所
訓
練 

な
ど
が
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
５
年
度
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
十
一
月
三
十
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

正
会
員 

野
田
義
信
、
大
柿
靖
彦
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
今
の
世
相
を
配

慮
し
、「
泳
ぐ
の
が
苦
手
」
等
は
入
隊
時
の
ハ
ー

ド
ル
に
は
な
ら
な
い
等
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
も
色
々
と
努
力
さ
れ
て
い
る
様
を
感

じ
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、 

コ
ロ
ナ
後
初 

と
い
う
こ
と 

で
事
務
所
か 

ら
も
少
な
め 

の
参
加
で
し 

た
が
、
来
年 

は
事
務
所
全 

員
の
参
加
を 

調
整
す
る
等 

規
模
を
大
き
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
湘
南
支

部
の
皆
様
も
忘
年
会
を
兼
ね
て
い
る
内
容
で
も

あ
り
、
両
事
務
所
と
の
懇
親
の
趣
旨
か
ら
も
是

非
ご
参
加
頂
け
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

中
東
情
勢 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

ロ
シ
ア
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
非
常
に
繋
が
り
が
深

く
、
ド
バ
イ
に
投
資
し
て
い
る
ロ
シ
ア
人
富
裕

層
が
多
く
い
る
。
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
多
く
の
ロ
シ
ア
の
富
裕
層
が
ド

バ
イ
に
避
難
し
て
き
て
い
る
。 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
今
月
６
日
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
で

ム
ハ
ン
マ
ド
大
統
領
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
ム

ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
と
相
次
い
で
会
談
し
、
翌
７

日
に
は
モ
ス
ク
ワ
で
イ
ラ
ン
の
ラ
イ
シ
大
統
領

と
会
談
し
て
さ
ら
な
る
経
済
協
力
を
進
め
て
行

く
と
首
脳
会
談
を
し
て
ロ
シ
ア
と
ア
ラ
ブ
圏
の

繋
が
り
が
太
い
も
の
と
な
っ
た
。 

現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ハ
マ
ス
戦
争
が
継
続
し 

編
集
後
記 

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
人
質
誤
射
問
題
を

巡
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
対
し
て
戦
闘
で

は
な
く
人
質
解
放
に
向
け
た
交
渉
再
開
を
求

め
る
大
規
模
な
デ
モ
が
行
わ
れ
た 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・01/13（土） 

 第 10回支部理事役会 

・01/21（日） 

 6団体「新春の集い」 

・01/22（月） 

 １月隊友紙発送 

・02/中旬 

 第 2回名所旧跡探勝 

・02/17（土） 

 第 11回支部理事役会 

・02/21（水） 

 ２月隊友紙発送 

・03/09（土） 

 第 12回支部理事役会 

て
い
る
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
非
人
道
的
な
攻
撃

に
対
し
て
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
か
な

り
強
い
非
難
声
明
を
出
し
て
い
る
。 

ロ
シ
ア
と
し
て
は
パ
レ
ス
チ
ナ
寄
り
で
、
そ

う
い
っ
た
立
場
の
ロ
シ
ア
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
ド
バ
イ

を
中
心
と
し
た
ア
ラ
ブ
圏
全
域
が
非
常
に
距
離

感
を
縮
め
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。 

ま
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
別
の
会
合
の
中

で
、
中
国
と
は
、
経
済
面
だ
け
で
は
な
く
軍
事

面
で
も
連
携
を
深
め
て
い
く
姿
勢
を
強
調
し

た
。
ロ
シ
ア
と
中
国
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
加
盟
国
で

あ
り
、
２
４
年
１
月
１
日
に
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
な
ど
が
正
式
加
盟
す
る
。 

そ
れ
と
、
紅
海
で
一
般
商
船
が
襲
撃
さ
れ
る

事
案
が
頻
発
し
て
お
り
、
今
後
中
東
で
の
情
勢

が
悪
化
し
た
場
合
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入

に
も
影
響
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
国
内
の

危
機
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１
５
日
に
紅
海
経
由
の
船
舶
航
行
を
中
止
す

る
海
運
大
手
企
業
が
出
て
き
た
と
の
報
道
も
あ

り
、
次
の
段
階
に
入
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。 

              

令
和
５
年
度
特
集 

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て 

第
６
回
「
予
備
自
衛
官
の
訓
練
」 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

予
備
自
衛
官
の
招
集
訓
練
は
、
５
日
間
連

続
し
て
実
施
す
る
訓
練
（
５
日
間
訓
練
）
を

基
本
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

自
衛
隊
退
職
後
１
年
未
満
に
出
身
自
衛
隊

の
予
備
自
衛
官
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の
初
年

度
は
１
日
間
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

（
予
備

自
衛
官
補
か
ら
の
任
用
者
は
５
日
間
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。） 

１
日
間
訓
練 

 

退
職
し
て
１
年
未
満
の
者
に
対
し
て
、
通

常
地
方
協
力
本
部
で
防
衛
教
育
や
生
活
指
導

を
主
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

５
日
間
訓
練 

退
職
し
て
１
年
以
上
の
者
等
及
び
予
備
自

衛
官
補
か
ら
の
任
用
者
に
対
し
て
、
部
隊
等

で
、
武
器
訓
練
、
体
育
訓
練
、
防
衛
講
話
等

が 

必
須
課
目
と
し
て
行
わ
れ
、
特
技
に
応
じ

た
職
種
訓
練
や
そ
の
他
の
訓
練
が
、
部
隊
の

特
性
に
応
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。 

訓
練
の
概
要
（
５
日
間
訓
練
） 

・
１
日
目
（
出
頭
、
被
服
等
交
付
、
着
隊
式
、

健
康
診
断
等
） 

・
２
日
目
（
野
外
衛
生
、
体
育
訓
練
、
基
本

教
練
等
） 

・
３
日
目
（
武
器
訓
練
、
射
撃
予
習
、
射
撃

検
定
） 

 

 
激励、慰労会での支部長挨拶 

 

 
現在、日本の原油輸入の約 97％を中東諸国に
依存しており、バブエルマンデブ海峡とホル
ムズ海峡の閉鎖は日本の死活問題となる。 

 

 

 
予備自衛官訓練の様子 
出典：神奈川地方協力本部ＨＰ 


